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方
針
な
ど
総
会
で
確
認

北大阪地区

高
齢
者
へ
の
対
応
学
ぶ

選
挙
へ
の
対
応
を
協
議

第23回理事会

保
険
医
の
要
求
実
現
へ

各議案を提案する平川
地区責任者＝９日、吹
田市内

　

４
月
１
日
採
用
の
職
員
に

対
し
て
、
業
務
を
早
く
覚
え

て
も
ら
う
た
め
に
、
採
用
前

10
日
間
研
修
を
し
ま
し
た
。

何
ら
か
の
賃
金
を
支
払
う
必

要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

職
員
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
。

 

（
40
代
・
女
性
）

使
用
従
属
関
係

　

見
学
や
体
験
的
な
も
の
で

使
用
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
労

働
者
と
認
め
ら
れ
な
い
の
で

賃
金
支
払
い
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
は
労
働
に
従
事

し
た
者
と
し
て
賃
金
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

①
一
般
的
に
研
修
へ
の
参
加

は
、
直
接
的
に
は
労
務
の
提

の
労
務
提
供
の
準
備
活
動
と

し
て
の
労
務
提
供
）
し
て
い

る
時
間
と
な
り
ま
す
。

②
仮
に
参
加
が
強
制
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
任
意
参
加
の

形
を
と
っ
て
い
る
場
合
で

も
、
研
修
に
参
加
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益
を

受
け
る
よ
う
な
場
合
は
実
質

的
に
強
制
さ
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
、
研
修
期
間
で
も
、
直
接

業
務
に
従
事
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
使
用
者

と
採
用
内
定
者
と
の
間
に
使

用
従
属
の
関
係
が
認
め
ら

れ
、
労
働
者
に
該
当
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

賃
金
で
す
が
、
一
般
的
に

は
、
研
修
時
間
に
応
じ
た
時

間
給
や
そ
の
間
ア
ル
バ
イ
ト

採
用
と
し
て
賃
金
を
支
払
う

医
院
が
多
い
よ
う
で
す
。

短
期
間
で
一
方
的
に

辞
め
ら
れ
た
場
合
で
も

　

賃
金
と
は
、
名
称
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
、
労
働
の
対
償

と
し
て
使
用
者
が
労
働
者
に

対
し
て
支
払
う
も
の
で
す
。

例
え
数
日
だ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
対
償
と
し
て
そ
の

分
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
と
で
ト

ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
社
労
士
・
桂
好
志
郎
）

供
で
な
い
よ
う
に
み
え
ま
す

が
、
採
用
後
職
員
と
し
て
必

要
な
知
識
や
技
能
、
業
務
内

容
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
行

わ
れ
る
場
合
で
、
参
加
が
強

制
さ
れ
る
場
合
に
は
、
使
用

者
の
指
揮
命
令
に
服
し
、
労

務
を
提
供
（
あ
る
い
は
将
来

第９回 研修期間中の賃金

使用従属関係あれば
賃金の支払いが必要

イラスト・辻井タカヒロ

　　雇用　　雇用
トラブルトラブル

社労士が解決！

身近な

歯
科
の
倒
産
が
急
増

　

２
０
１
８
年
の
医
療
機
関

の
倒
産
件
数
（
負
債
１
千
万

円
以
上
、
法
的
整
理
）
は
、

17
年
の
25
件
か
ら
大
き
く
増

え
、
10
年
以
降
最
悪
と
な
る

40
件
だ
っ
た
。
内
訳
は
、
歯

科
23
件
、
病
院
３
件
、
診
療

所
14
件
。
倒
産
し
た
医
療
機

関
の
二
つ
に
一
つ
が
歯
科
医

院
だ
っ
た
。

　

歯
科
倒
産
件
数
の
推
移
を

見
る
と
、
18
年
は
、
こ
の
10

年
間
で
最
多
。
前
年
か
ら
13

件
も
増
え
て
い
る
。
歯
科
に

お
け
る
倒
産
件
数
の
急
増
が

全
体
の
件
数
を
押
し
上
げ
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
全
体
で
の
負
債

総
額
（
18
年
）
は
約
１
４
０

億
円
。
う
ち
病
院
が
95
億

円
、
診
療
所
が
34
億
円
、
歯

科
で
11
億
円
だ
っ
た
。
歯
科

で
は
17
年
か
ら
７
億
６
５
０

０
万
円
増
。
医
院
経
営
の
厳

し
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

想
に
固
執
し
、
有
権
者
、
議

会
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

る
。
都
構
想
は
住
民
投
票
で

す
で
に
否
決
さ
れ
て
お
り
、

勝
つ
ま
で
続
け
る
や
り
方
は

容
認
で
き
な
い
。
協
会
は
、

都
構
想
・
カ
ジ
ノ
反
対
の
方

針
を
評
議
員
会
、
総
会
で
決

め
て
き
た
。
カ
ジ
ノ
よ
り
医

療
・
福
祉
、
く
ら
し
優
先
の

大
阪
に
す
る
立
場
で
選
挙
に

臨
み
た
い
」
と
所
信
を
述

べ
、
▽
機
関
紙
や
宣
伝
物
で

会
員
に
情
報
を
届
け
る
こ

と
、
▽
特
別
会
費
を
訴
え
る

こ
と
―
―
を
決
め
た
。

　

協
会
は
通
常
評
議
員
会
を

５
月
18
日
に
、
定
期
総
会
を

５
月
26
日
に
開
く
。
４
月
か

ら
の
新
年
度
を
前
に
し
て
、

19
年
度
予
算
案
と
19
年
４
・

５
月
度
の
暫
定
予
算
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
年
末
か
ら
情

勢
・
総
括
・
方
針
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
て

き
た
方
針
案
を
協
議
、
会
員

の
役
に
立
つ
協
会
に
す
る
た

め
の
施
策
な
ど
に
意
見
を
出

し
合
い
、
次
回
理
事
会
に
向

け
て
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

会
、
定
期
総
会
に
向
け
た
方

針
案
、
予
算
案
―
―
な
ど
を

協
議
、
決
定
し
た
。

　

松
井
一
郎
知
事
と
吉
村
洋

文
大
阪
市
長
が
入
れ
替
わ
り

で
出
馬
す
る
ダ
ブ
ル
選
挙
が

確
実
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け

小
澤
力
理
事
長
は
、「
都
構

長
選
挙
を
歯
科
保
険
医
の
要

求
実
現
の
機
会
と
す
る
運
動

対
策
▽
５
月
の
通
常
評
議
員

　

協
会
は
９
日
、
第
23
回
理

事
会
を
開
き
、
▽
統
一
地
方

選
挙
、
大
阪
府
市
ダ
ブ
ル
首

と
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　

総
会
で
は
、
小
澤
力
理
事

長
が
挨
拶
し
、
基
本
診
療
料

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
よ
う

な
施
設
基
準
の
導
入
や
金
パ

ラ
改
定
な
ど
診
療
報
酬
の
不

合
理
是
正
へ
、
運
動
を
強
め

る
こ
と
を
強
調
。
統
一
地
方

選
挙
、
参
議
院
選
挙
で
は
、

医
療
費
助
成
拡
充
、
歯
科
医

療
費
の
総
枠
拡
大
を
求
め
て

会
員
に
情
報
を
提
供
す
る
と

し
、
保
険
医
の
要
求
実
現
に

向
け
た
協
力
を
訴
え
た
。
平

川
光
彦
地
区
責
任
者
か
ら
２

年
間
の
活
動
の
ま
と
め
と
今

後
の
方
針
、
決
算
と
予
算
、

新
役
員
体
制
の
提
案
が
あ

り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

 

（
箕
面
市
・
久
保
隆
夫
）

の
進
行
を
抑
制
す
る
た
め
に

歯
科
に
紹
介
し
た
事
例
を
あ

げ
、
治
療
の
必
要
性
を
自
覚

し
て
い
な
い
患
者
に
理
解
を

得
る
難
し
さ
を
話
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
患
者
の

理
解
を
得
る
た
め
の
対
応
に

つ
い
て
質
問
が
相
次
い
だ
。

杉
氏
は
、
歯
科
衛
生
士
を
は

じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
教

育
し
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で

患
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

　

北
大
阪
地
区
は
９
日
、
吹

田
市
内
で
総
会
を
開
き
、
25

人
が
参
加
。「
高
齢
者
の
歯

科
治
療
―
高
齢
者
に
多
い
疾

患
を
有
し
て
い
る
患
者
へ
の

対
応
」
を
演
題
に
杉
典
子
氏

（
洛
和
会
音
羽
病
院
・
京
都

口
腔
健
康
セ
ン
タ
ー
副
部

長
）
が
講
演
し
た
。

　

杉
氏
は
、
高
齢
者
は
糖
尿

病
、
腎
不
全
な
ど
を
併
発
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
疾
病

６

歯
科
医
療

数
字
見
る

で

医療機関の倒産件数
合計 病院 診療所 歯科

2008年 35 7 18 10
2009年 52 10 27 15
2010年 41 13 16 12
2011年 32 5 17 10
2012年 37 3 19 15
2013年 36 8 15 13
2014年 29 5 9 15
2015年 25 1 15 9
2016年 34 6 16 12
2017年 25 2 13 10
2018年 40 3 14 23

※帝国データバンク調査から作成

府
市
ダ
ブ
ル
首
長
選
挙

　

都
構
想
に
つ
い
て
民
意

を
問
う
―
―
。

　

松
井
一
郎
大
阪
府
知
事

と
吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は

８
日
、「
大
阪
都
」
構
想

を
巡
っ
て
公
明
党
と
決
裂

し
た
こ
と
か
ら
任
期
を
前

に
辞
任
を
表
明
。
大
阪
府

議
会
選
挙
と
同
日
の
４
月

７
日
に
府
市
首
長
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
松
井
、
吉
村
両
氏

は
、
知
事
と
市
長
と
を
入

れ
替
え
て
ダ
ブ
ル
選
に
立

候
補
す
る
。

　

会
見
で
辞
職
の
大
義
を

問
わ
れ
た
松
井
知
事
は
、

「
都
構
想
が
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
。
も
う
一
度
民
意

を
問
う
」
と
開
き
直
っ

た
。
23
回
に
及
び
開
催
さ

れ
た
都
構
想
の
制

度
内
容
を
検
討
す

る
特
別
区
設
置
審

議
会
（
法
定
協
）

は
、
全
く
進
展
が
な
い
ま

ま
２
年
近
く
が
経
過
。
維

新
が
強
調
す
る
都
構
想
の

経
済
効
果
額
は
眉
唾
物
で

あ
り
、
会
議
を
重
ね
る
ご

と
に
制
度
の
問
題
点
が
露

出
し
て
い
っ
た
。
つ
い
に

は
、
住
民
投
票
ま
で
の
行

程
に
つ
い
て
密
約
を
交
わ

し
た
公
明
党
と
も
決
裂
。

議
会
で
過
半
数
を
維
持
で

き
な
く
な
り
、
都
構
想
の

実
現
は
困
難
に
な
っ
た
。

　

ま
と
も
な
議
論
は
せ

ず
、
府
民
不
在
の
密
約
で

政
策
実
現
を
図
り
、
行
き

０
１
５
年
に
実
施
さ
れ
た

住
民
投
票
で
Ｎ
Ｏ
の
審
判

が
下
っ
て
い
る
。
都
構
想

は
き
っ
ぱ
り
と
断
念
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　

維
新
府
政
の
10
年
間

で
、
府
民
の
く
ら
し
は
大

き
く
後
退
し
て
き
た
。

が
実
態
だ
。

　

医
療
・
福
祉
は
次
々
と

切
り
捨
て
ら
れ
て
き
た
。

　

医
療
・
福
祉
で
は
、

「
二
重
行
政
解
消
」
だ
と

住
吉
市
民
病
院
を
廃
止
。

新
病
院
で
は
、
市
民
病
院

が
担
っ
て
き
た
小
児
・
周

れ
て
き
た
国
保
統
一
化

は
、
保
険
料
負
担
が
高
騰

し
、
制
度
の
崩
壊
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

維
新
府
政
は
、「
身
を

切
る
改
革
」
と
称
し
て
、

長
い
歴
史
の
な
か
で
府
民

が
作
っ
て
き
た
公
共
の
シ

ス
テ
ム
を
壊
し
て
し
ま
っ

た
。
次
は
都
構
想
で
大
阪

市
の
財
源
と
権
限
を
吸
い

上
げ
、
カ
ジ
ノ
に
注
ぎ
込

も
う
と
し
て
い
る
。
経
済

効
果
が
疑
問
視
さ
れ
、
問

題
が
山
積
し
て
い
る
カ
ジ

ノ
事
業
に
大
阪
を
託
し
て

い
い
の
か
。
カ
ジ
ノ
よ
り

医
療
・
福
祉
へ
。府
民
の
く

ら
し
を
最
優
先
と
す
る
大

阪
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

　

「
大
阪
経
済
は
良
く
な

っ
た
」
と
維
新
府
政
は
強

調
す
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
増
大
が
要
因
で
あ

り
、
政
策
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
。
府
民
の
所
得
は

大
き
く
下
が
り
、
個
人
消

費
も
落
ち
込
ん
で
い
る
の

産
期
医
療
は
担
保
さ
れ
て

い
な
い
。
福
祉
医
療
に
お

い
て
は
、
制
度
の
持
続
可

能
性
を
理
由
に
、
老
人
医

療
は
廃
止
さ
れ
、
障
が
い

者
の
窓
口
負
担
増
な
ど
大

幅
に
改
悪
さ
れ
た
。
全
国

に
先
駆
け
導
入
が
進
め
ら

詰
ま
っ
た
ら
職
責
を
投
げ

出
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
い
の
か
。
況
し

て
や
、
任
期
延
長
の
た
め

に
入
れ
替
わ
り
で
出
馬
す

る
な
ど
党
利
党
略
の
た
め

の
選
挙
の
私
物
化
だ
。

　

そ
も
そ
も
都
構
想
は
２

く
ら
し
が
最
優
先
の
大
阪
へ


